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１、自己紹介

• 1962年 札幌生まれ

• 1985年～ 株式会社北海道銀行入行

大麻支店長、留萌支店長、本店副本店長、札幌駅前支店長

道銀カード株式会社 常務執行役員

法人部長、営業企画部長歴任

• 2017年4月 DCMホーマック株式会社入社

取締役執行役員 管理部長兼アグリ事業担当

• 2019年5月 赤平オーキッド株式会社 代表取締役社長(現任)

• 2021年3月 DCM株式会社 上席執行役員 関連会社統制室長

• 2022年9月 株式会社i・e・sリビング倶楽部 代表取締役社長(現任)

笹尾 健之
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２、赤平オーキッド株式会社紹介
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２-1、赤平オーキッドの歴史

• 1994年 前身である「株式会社赤平花卉園芸振興公社」設立。

産炭地区の新しい振興策として、

赤平市が主体となり第三セクターとして設立。

• 1998年 北海道鉢花生産組合へ加入。

• 2001年 培養設備、増設（クリーンベンチ）。

• 2002年 樹木の組織培養の開始。

科学技術振興事業団の「独創的研究成果育成事業」に採択。

• 2008年 公社から経営を引き継ぎ、「赤平オーキッド株式会社」設立。

沿革 ～赤平オーキッド株式会社設立まで～
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２-２、業務内容

胡蝶蘭の生産販売事業

年間およそ

14万株出荷

大輪

東北以北で

最大級の
生産施設

DCM・生花店・葬儀社・市場など BtoB

直販所・自社ECサイトなどによる BtoC

複数の販売
チャネルで出荷

敷地面積：15,420㎡
栽培面積：5,728㎡

ミディ

ミニ

角鉢
仕立て

ミディ1株2本立

ミディ３株3本立

ミニ1株1本立 「小さな妖精」

白 ピンク 白赤

ミニ・ミディ胡蝶蘭は花色が豊富
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2-2、業務内容

取り組み例 ： JA十勝清水町「ウイルスフリーにんにく」

ウイルス
除去

ウイルス
感染

収量減 一度ウイルス感染すると

治療はできず、

種球に受け継がれる…

収量増生長点
培養

にんにくのウイルスフリー化～収穫までの簡易プロセス

生長点培養 カルス化・増殖 PCR検査 種球化 ・ 育苗 収穫

PTS社（タイ） JA十勝清水町
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受託培養事業

優秀な植物をクローン技術で増やし、
クリーンな苗を企業・生産者へ供給。

増殖元の提供

クローン苗の供給

赤平オーキッド㈱企業・生産者



３、サモアとの取組みのきっかけ
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３-1、2015年サモア訪問
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３-2、なぜサモアなのか？

気象・立地

国民性

ニーズ

・洋蘭の栽培に適した気候

・勉学について熱心

・観光促進に伴う装飾花として

・カカオベルト地帯かつコーヒーベルト地帯

・手先が器用

・おだやかで争いの少ない国民性 ・新たな輸出産品として

・グローバルサウス

・安定した議会制民主主義国家

サモア独立国
Independent State of Samoa
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４、現状：メイン事業（胡蝶蘭苗生産）
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４-1、胡蝶蘭生産

培養技術・苗生産技術、設備、流通面など商用化に向けた課題は多数

Ｂｂ ＢｂＢｂ

赤平オーキッド㈱

元種苗・技術の提供 技術利用・苗の生産 苗・花の購入

サモア独立国内

パートナー企業

花卉生産者

一般消費者など
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４-2、草の根事業での取り組み
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５、現状：サブ事業
（バニラ・原種ランの輸出）
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５-1、バニラ生産



5-2、原種
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６、メイン事業の今後の展開
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６、今後の展開と課題

サモア独立国
Independent State of Samoa

安定生産と苗の輸出に向けて

オーストラリア

ニュージーランド

日本

苗の安定生産と輸出には課題多数

「JICA中小企業・SDGsビジネス支援事業
ニーズ確認調査」

➡現地調査をすすめる

技術

設備

流通

ガバナンス資金
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ご清聴ありがとうございました
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